
令和７年度 学校評価アンケート 自由筆記（集約） 

１ 保護者 

⑦ＨＰの行事がもう少しはやくわかればうれしい。 

⑨進路について、中３の高校進学、進路相談になる時でなく、もっと早くに進路の方向性や高

校では何課程があり、どういった選択があるのか、具体的な方向性を考える機会が小学部や

中学入ってすぐにでも情報として知りたかった。中３でいきなり決めなくてはならず、困っ

た。 

⑩校内の耐震など老朽化が心配 

・高等部の修学旅行の時期をもう少し寒くない時期にしてほしい。感染症が流行る頃で、外で

の活動で体調が気になる。 

・校長先生をはじめ先生方おひとりおひとりが子供たちに親身に寄り添い、大変有り難く思う。

きらり祭、創立６０周年記念行事は大成功だった。 

・相談すれば一緒に考えて頂き、子供にとって良い方法を提案してもらい、親も納得した上で

実行してもらえるので安心して任せられる。 先生方が皆さん笑顔で話しかけてくれるので

子供たちも毎日笑顔いっぱいで過ごすことができている。  

・いつも先生方皆さん生き生きとされ、子ども達に愛情をもって接してくださり、大変感謝し

ている。大変なことも多いと思う、いつも笑顔で親も子も救われる。 

・子供はとても学校生活を楽しんでいて良い環境で学べている。 

・次年度もよりよい学校でありますように。楽しい学校と思えるよう登校できますように。 

・アンケートのＱＲコードのアクセス権限があり、Googleフォームから回答ができなかった。

改善を期待する。  

２ 職員 

 

③年度ごとに児童生徒の実態が違うため、でできれば教材などを購入してほしい。（古い教材

が多い。） 

③教師が児童生徒の実態の把握をして学習の積み重ねができているのか疑問に感じることが

ある。 

⑤人とのかかわりを大切にすることは、相手を思いやる気持ちを育むためだけではないと思

い、「あまり思わない」にした。また、人権教育において、差別をしないことや差別に気づ

くことに加えて、差別に立ち向かう力を育てているかを意識して道徳の学習をしたいと思

う。  

⑥人権意識を高め、職員みんなが風通しの良い職場と感じられるよう努めたい。 

⑥人権を尊重した行動や言動については、子どもたちに対することはもちろん、保護者や職員

間など、あらゆる場面で行う必要があると常に意識しながら過ごしているが、稀に、「これ

は大丈夫かな？」と心配になる場面を感じることがある。人権研修や不祥事防止の研修等の

機会に、自己の言動を振り返るような機会（チェックリストなど）があっても良いのではな

いか。 

 



⑩校舎の老朽化（プールも含む）が著しいが、事務の先生をはじめ、たくさんの先生方が環境

を整えているため快適に過ごすことができている。（多数） 

⑭１１月に二つの土曜の行事は、子どもも教師も大変だったと思う。（複数） 

⑭勤務時間の調整は個人個人でされていると思いますが、仕事内容にずいぶん偏りがあるよう

に思う。職員への健康面の配慮からも改善が必要だと感じている。（複数） 

⑭学部の事情で給食配膳にでれないときなど、他学部のサポーターに助けていただき感謝して

いる。 

⑭教育活動にもっと専念できるように、事務的な作業をもう少し軽減できたらと思う。 

⑭チャットや Google ワークスペースに戸惑うことが多かったが、慣れてくればとても便利で

仕事の効率化を図れたと思う。（複数） 

⑭発信する時に情報漏洩が無いか、間違ったことをしていないかとても怖さを感じるときもあ

る。 

・児童生徒一人ひとりに寄り添った教育や支援がなされていると思う。（複数） 

・児童生徒も職員も笑顔が多く、とても明るい学校だと思う。 

・行事のたびごとに子どもたちの成長が感じられた一年だった。 

・きらり祭や６０周年記念行事などからも今年は生徒が前面に出て活躍している姿がよく出て

いたと思う、先生方の頑張りの結果だと思う。 

・今年度は行事が色々ありましたが、行事を終えるたびに、各学部の職員同士の結束や子ども

たちの成長が見られたように感じました。働きやすい職場になっていると思います。 

・子どもたちの成長を願って、教師間で協力したり意見を出し合ったりすることができている

と思います。 子どもたちの笑顔やがんばる姿が嬉しいです。 

・相談しやすい環境であったり、意見を言いやすい環境であったりするため、とても働きやす

い。 

・今年度はきらり祭や６０周年記念行事を通して、保護者や地域の方々に学校のことをより知

っていただく機会が増え、充実した取組を行うことができていると感じる。 

 

 


